
人のうごき
（21．1．1 現在）

世帯数� 10,120� －2
人　口� 23,502� －21
 （男）� 11,074� －1
 （女）� 12,428� －20

12月中の
異動状況

出生�14
死亡�32
転入�50
転出�53

今月の主な内容
●平成21年成人式
●市県民税・国保税
　　　　申告のご案内
●市議会だより

 
・・・・・・・・・・・・・5

　
・・・・・・・6～7

・・・・・・・・・・・11～18

未 来 へ 羽 ば た け 新 成 人

写真：成人式の様子（関連記事5ページ）

2 0 0 92 0 0 9

No.499No.499

広報すくも 2



②

１０８７６４３２

１

９

街区公園3号

肉処 和
宿毛店

なんかいリカー

済

 山
本

化
粧

品
店

桜町・藻津線

駅東１号線

高知新聞
宿毛支局

Tanimoto
Hair For Men
Tanimoto
Hair For Men

11-6
11-5

11-4

11-2
11-1

画 地

９

１１－１

１１－２

１１－４

１１－５

面積（坪）

７２

６０

５０

５０

８４

画 地

１１－６

１

２

３

４

面積（坪）

５０

９９

９７

６０

５０

画 地

６

７

８

１０

面積（坪）

７８

６０

６０

９９

用途地域：近隣商業

宿毛駅東分譲地のご案内
宿毛都市計画事業宿毛駅東地区土地区画整理事業の「保
留地」１４区画（平成２１年１月１日現在）を分譲しています。

【問い合わせ先】　建設課都市計画係　蕁６３－１１２０

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
２
月

１７
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

 
松
岡
陽
一

 
平
田
町
戸
内
１
０
５
０
―
１
１

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治

　
小
筑
紫
町
小
筑
紫
２
７
２

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
総
務
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

「
教
育
委
員
会
委
員
長
」
が

決
ま
り
ま
し
た

　
平
成

２０
年

１２
月

２４
日
、
宿
毛
市

教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
松

田
典
夫
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
委
員
長

　
松
田
 

典
夫
 

氏

略
 

歴

　
高
知
県
立
果
樹
園
芸
伝
習
所
卒
業

　
昭
和

３９
年

 
 

農
林
業
従
事

　
平
成
４
年

宿
毛
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
会
長

　
平
成

１３
年

高
知
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
副
会
長

　
平
成

１４
年

　
　
宿
毛
市
教
育
委
員
会
委
員

　
平
成

２０
年

高
知
は
た
農
業
協
同
組
合
経

営
管
理
委
員
会
副
会
長

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

農
・
林
・
水
産
業
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か

〜
無
料
職
業
紹
介
の

実
施
に
つ
い
て
〜

　
宿
毛
市
で
は
一
次
産
業
の
振
興

と
雇
用
機
会
の
増
加
を
図
る
た
め
、

無
料
職
業
紹
介
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
職
を
お
探
し
の
方（
求
職
者
）や

働
き
手
を
求
め
て
い
る
方（
求
人
者
）

の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
業
務
は
一
次
産
業

の
紹
介
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
そ
れ
以
外
の
求
人
・
求

職
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
村
公
共

職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課

　

蕁
６
３
―

１
１
１
７

宿
毛
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
候
補
者
の

推
薦
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
平
成

２０
年
度
に
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
顕
著
な
功
績
を

挙
げ
た
団
体
、
個
人
を
表
彰
し
ま

す
。

　
宿
毛
市
に
住
所
を
有
す
る
者
及

び
出
身
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
所
定
の
推
薦
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
左

記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
推
薦
書
及
び
推
薦
要
項

は
左
記
へ
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

宿
毛
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

推
薦
書
提
出
先

・
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

・
生
涯
学
習
課

　（
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

提
出
期
限

　
２
月

１３
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

情

報

コ

ー

ナ

ー

2月

如  月
February



広報すくも  2009.2③

有料広告

私たちは、関東エリアで２ヶ所の介護施設をオープンします。そのため、宿毛市にご縁
のある方を、職員として一人でも多く採用したいと考えています。
関東に住んでいる方で、やる気のある方、また、都会でしばらく働いて、将来は平田町
の施設へＵターン希望の方も大歓迎です。

関東エリアで介護施設をオープンします！関東エリアで介護施設をオープンします！関東エリアで介護施設をオープンします！

■特別養護老人ホーム「横浜よさこいホーム」
　H22年春オープン予定(140床)
　神奈川県横浜市緑区北八朔町
　【連絡先】平田町 「豊寿園」
　TEL.66-1188（施設長・藤田まで）

■介護老人保健施設「とまりや」
　H21年４月オープン予定(125床)
　埼玉県越谷市谷中町4丁目
　【連絡先】平田町 「筒井病院」
　TEL.66-0013（事務長・上村まで）

ちょっと都会まで
まち

みませんか？

将来こっちへ

広 報 掲 載 例

お誕生おめでとう
（平成○年○月受付分）

住　所

宿毛市宿毛

○○○○○

○○○○○

○○○○○

赤ちゃん

宿毛　花子

○○　○○

○○　○○

○○　○○

保護者

一郎

○○

○○

○○

ご冥福をお祈りします
（平成○年○月受付分）

住　所

宿毛市宿毛

○○○○○

○○○○○

○○○○○

氏　名

宿毛　太郎

○○　○○

○○　○○

○○　○○

享　年

１００

○○

○○

○○

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
、
環

境
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
浄
化
槽
。

　
浄
化
槽
に
は
、
保
守
点
検
と
清
掃
、

そ
れ
か
ら
法
定
検
査
が
必
要
な
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
法
定

検
査
は
、
水
質
検
査
な
ど
に
よ
り

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
調
べ
る
重
要
な
検
査

で
す
。
　

　
年
１
回
の
検
査
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
制
度

の
周
知
が
十
分
で
き
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
検
査
を
受
け
て
い
な

い
方
が
お
り
ま
す
。
浄
化
槽
の
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
川
や

海
の
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。

　
制
度
の
周
知
も
兼
ね
、
順
次
受

検
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
受
け

て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
設
置
後
受
検
案

内
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、

環
境
課
も
し
く
は
譛
高
知
県
環
境

検
査
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課
� 

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

　
譛
高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―

８
６
０
―

２
４
０
０

確
定
申
告
の
ご
案
内

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、

3
月
１６
日

（月）
ま
で
で
す
。

　　
平
成
２０
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
税
務
署
に
お
け
る
申
告
相
談
及

び
確
定
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

１６
日
（月）
〜
３
月
１６
日
（月）
（
９
時
〜

１７
時
）
で
す
。
確
定
申
告
書
は
、

郵
送
等
又
は
税
務
署
の
時
間
外
収

受
箱
に
投
か
ん
す
る
こ
と
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税

は
、
３
月
３１
日
（火）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や

納
税
を
さ
れ
ま
す
と
、
本
税
の
ほ

か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
告
と
納
税
を
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
税
務
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

市
民
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
家
族
等
の
申
し
込
み
に
よ
り
、

広
報
「
す
く
も
」
４
月
号
か
ら
、

誕
生
と
お
く
や
み
に
つ
い
て
、
下

記
例
の
よ
う
な
お
知
ら
せ
を
掲
載

し
ま
す
。

　
掲
載
は
、
申
し
込
み
後
、
翌
々

月
号
を
予
定
し
て
お
り
、
４
月
号

は
２
月
受
付
分
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

住
所
は
大
字
ま
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の

保
護
者
は
希
望
さ
れ
る
方
一
人
の

名
前
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
市
民
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

第7回　 梓 立 祭
　梓会は、早稲田大学建学の母・小野梓先生
を顕彰するとともに、青少年の健全育成等を
目指し活動しており、本年度は次の行事を予
定しています。
　当日は、児童・生徒の作文発表と、早稲田
大学からの表彰状ならびに㈱冨山房インター
ナショナル・㈱小松製作所からの記念品授与
が行われます。

日　　時　３月１日（日）１６：３０～
場　　所　宿毛市総合社会福祉センター
記念対談　奥島　孝康　氏（日本高野連会長）
　　　　　神山征二郎　氏（映画監督）
関連行事
　１　坂本嘉治馬翁　胸像除幕式
　　　梓公園（真丁アーケード）１４：５０～　
　２　映画「ラストゲーム」上映会〈有料〉
　　（宿毛市総合社会福祉センター）　　　
　　　１１：１０～ ・ １３：３０～ ・ １８：３０～

【問い合わせ先】企画課　蕁６３―１１１８
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
片
島
東
団
地
（
片
島
）

　
　
１
戸
　
２
Ｋ

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
　
１
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

・
小
筑
紫
北
団
地
（
小
筑
紫
）

　
　
１
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

・
師
高
瀬
第
２
団
地
（
平
田
）

　
　
１
戸
　
３
Ｋ
　

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
２
月
４
日

（水）
〜

２０
日

（金）

 
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

配
布
場
所

　
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部
支
所

申
込
受
付
期
間

　
２
月

１８
日

（水）
〜

２０
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

租
税
債
権
管
理
機
構
に
つ
い
て

〜
市
税
の
滞
納
は

　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
〜

　
幡
多
地
域
の
６
市
町
村
は
、
住

民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
年
々
増
加

す
る
滞
納
税
を
徴
収
す
る
専
門
組

織
と
し
て
、
幡
多
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
中
に
「
租
税
債
権
管

理
機
構
」
を
平
成

２０
年
４
月
１
日

よ
り
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
宿
毛
市
も
職
員
を
派
遣
す
る
と

と
も
に
、
市
税
の
滞
納
者
の
う
ち
《
長

期
・
高
額
・
悪
質
》
で
徴
収
困
難

と
判
断
し
た
滞
納
案
件
に
つ
い
て「
租

税
債
権
管
理
機
構
」
へ
移
管
し
て

お
り
ま
す
。

　
「
機
構
」
は
移
管
さ
れ
た
滞
納
案

件
に
つ
い
て
、
市
町
村
か
ら
独
立

し
て
独
自
に
財
産
調
査
を
行
い
、

裁
判
所
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な

く
財
産
の
差
し
押
さ
え
が
可
能
な

徴
収
専
門
組
織
と
し
て
滞
納
整
理

を
行
い
ま
す
。

　
市
税
の
滞
納
が
あ
る
方
は
税
務

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
税
務
課
収
税
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

第
9
回「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕
日
」

及
び
「
宿
毛
の
四
季
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
中

撮
影
地
　
宿
毛
市
内

締
　
切
　
２
月

１８
日

（水）

主
　
催
　
宿
毛
市
観
光
協
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

大
方
高
等
学
校
「
通
信
制
」

生
徒
募
集

　
通
信
制
は
、
毎
日
学
校
に
通
学

す
る
の
で
は
な
く
自
宅
で
の
自
学

自
習
を
基
本
と
し
、
決
め
ら
れ
た

回
数
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受
け
レ

ポ
ー
ト
提
出
お
よ
び
テ
ス
ト
に
合

格
す
る
こ
と
に
よ
り
単
位
修
得
し

ま
す
。

　
あ
な
た
も
通
信
制
で
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

納
入
金

受
講
料
（
１
単
位
３
３
０
円
×

単
位
数
）
お
よ
び
諸
経
費

入
学
定
員

　
１
０
０
名

入
学
資
格

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た

は
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
学
力

の
あ
る
方

出
願
期
間

　
前
期
１
次
３
月
２
日

（月）
〜
５
日

（木）

　
前
期
２
次
３
月

２３
日

（月）
〜

２６
日

（木）

　
後
期
　
　
９
月

１４
日

（月）
〜

１７
日

（木）

入
学
選
考

　
書
類
審
査
、
面
接
な
ど

入
学
式

　
前
期
４
月

１２
日

（日）

　
後
期

１０
月
４
日

（日）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
大
方
高
校
通
信
制

　
蕁
０
８
８
０
―

４
３
―

１
０
７
９

　
す
ぐ
に
カ
ッ
と
す
る
、
骨
折
し

や
す
い
、
血
が
な
か
な
か
止
ま
ら

な
い
等
々
・
・
・
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
沢
山
摂
っ
て
も
必

要
量
以
上
は
体
外
に
流
れ
出
て
し

ま
う
の
で
毎
日
摂
ら
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
供
が
成
長
す
る
に
は
大
人
以

上
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
要
で
す
。

１
日
当
た
り
の
カ
ル
シ
ウ
ム
所
要

量
は

　
中
学
生

　
　
男
子
　
９
０
０
褂

　
　
女
子
　
７
５
０
褂

　
小
学
生
　
６
０
０
〜
８
０
０
褂

で
す
。

　
牛
乳
１
本
に
２
２
７
褂
の
カ
ル
シ

ウ
ム
が
入
っ
て
い
ま
す
。

寒
い
季
節
で
す
が
、
牛
乳
を
飲
ん
で
、

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
薑
６
３
｜

１
１
９
４

　
薨
６
３
｜

１
１
７
９

早ね、早おき、朝ごはん！

朝食摂取率１００％を目指そう!!

がっつ君カルちゃん 元気君

給
食
キ
ッ
ズ

給食では、一日の所要量の半分
のカルシウムを取ります！！

第30回

部 落解放文化祭

日時・内容

　２月１４日（土）
　・１３時～１７時
　　作品展示

　２月１５日（日）
　・９時～１４時３０分
　　作品展示
　・９時３０分～１２時
　　催し物発表会
　　販売コーナー
　・１３時～１４時３０分
　　人権講演
　　「阿波のでこまわし」

場　所
　正和隣保館ほか

【問い合わせ先】
　正和隣保館
　蕁６３―２２５４

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

第
５
回



広報すくも  2009.2⑤

　
１
月

１２
日

（日）
、
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
平
成

２１
年
宿
毛

市
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
宿
毛
市
で
は
２
５
０
人

が
成
人
式
を
迎
え
、
男
性
１
０
０
人
、

女
性
１
０
２
人
の
計
２
０
２
人
が

式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
ま
ず
、
中
西
清
二

市
長
の
式
辞
に
よ
り
「
皆
さ
ん
に

与
え
ら
れ
る
権
利
の
中
で
代
表
的

な
も
の
の
一
つ
に
選
挙
権
が
あ
り

ま
す
。
自
ら
が
判
断
し
て
選
ぶ
こ

と
は
市
や
県
や
国
の
方
向
を
決
め

る
大
切
な
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
権
利
は
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、

欠
か
さ
ず
行
使
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

数
あ
る
中
で
一
番
注
意
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
悪
徳
商
法

に
引
っ
か
か
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
社
会
経
験
の
少
な
い
新
成
人

に
対
し
て
言
葉
巧
み
に
近
づ
き
、

詐
欺
的
な
行
為
を
す
る
輩
も
要
る

こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
悪

徳
商
法
に
引
っ
か
か
る
と
、
義
務

と
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
く

る
と
い
う
警
告
も
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
な
ど
と
、
新
成
人

の
輝
か
し
い
前
途
を
祝
福
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

山
口
慶
宜
さ
ん
が
記
念
品
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
宮
本
有
二
市
議
会
議

長
の
祝
辞
な
ど
の
後
、
新
成
人
を

代
表
し
て
栗
生
沙
季
さ
ん
が
、「
大

企
業
で
さ
え
も
、
経
済
に
大
き
な

影
響
を
受
け
多
く
の
人
た
ち
が
職

を
失
っ
た
と
い
う
事
実
は
私
た
ち

を
不
安
に
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
現
実
を
受

け
と
め
、
多
く
の
情
報
を
集
め
て
、

自
分
の
意
思
や
考
え
を
持
ち
、
前

向
き
に
近
い
将
来
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
も
成
長
す
る

た
め
の
試
練
と
し
て
乗
り
越
え
、

そ
の
経
験
を
自
信
に
変
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
４
日
早
朝
に
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
付
近
で

起
こ
っ
た
地
震
に
よ
り
、
太
平
洋
沿
岸
に
津
波
注
意

報
が
発
表
さ
れ
、
全
国
各
地
で
津
波
到
達
が
観
測
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
で
も
、
地
震
発
生
か
ら
約
５
時
間

後
に
、
津
波
の
第
一
波
が
土
佐
清
水
市
に
到
着
し
て

お
り
、
そ
の
後
約
６
時
間
に
わ
た
り
津
波
が
観
測
さ

れ
、
最
大
波
は
０
・
３
ｍ
に
達
し
ま
し
た
。

　
津
波
は
第
一
波
が
最
大
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

長
時
間
に
わ
た
り
何
度
も
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。

◎
注
意
報
・
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は

　
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
解
除
さ
れ
る
ま
で

海
岸
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
近
く
の
高
台
な
ど
へ

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
警
報
・
注
意
報
の
発
令
基
準
〉

○
大
津
波
警
報

高
い
と
こ
ろ
で
３
ｍ
程
度
以
上
の
津
波
が
予
想
さ

れ
る
場
合

○
津
波
警
報

高
い
と
こ
ろ
で
２
ｍ
程
度
の
津
波
が
予
想
さ
れ
る

場
合

○
津
波
注
意
報

高
い
と
こ
ろ
で
０
・
５
ｍ
程
度
の
津
波
が
予
想
さ
れ

る
場
合

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
危
機
管
理
係
　
蕁
６
３
―

１
１
１
１

新成人を代表して記念品の贈
呈を受ける山口慶宜さん。

新成人を代表してあいさつを
行なう栗生沙季さん。

つなみまん トラフ博士やなせたかし

平成２１年平成２１年

成
人
式

成
人
式

南
海
地
震
に
備
え
て

〜
津
波
警
報
・
注
意
報
に
つ
い
て
〜



⑥

【
寄
附
金
控
除
が
変
わ
り
ま
す
】

　
こ
れ
ま
で
は
、
地
方
公
共
団
体
・

都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日
本
赤

十
字
社
支
部
に
１０
万
円
以
上
寄
附

を
し
た
場
合
に
１０
万
円
を
超
え
る

額
（
所
得
の
２５
％
を
限
度
）
を
控

除
額
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

２１
年
度
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
。

①
対
象
寄
附
金
の
拡
大

　
公
益
行
政
法
人
や
学
校
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
へ
の
寄
附
も

所
得
税
と
同
様
に
寄
附
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
（
但
し
、
市

及
び
県
税
条
例
で
指
定
し
た
も
の

に
限
ら
れ
ま
す
。）

②
適
用
下
限
額
の
変
更

　
５
千
円
以
上
寄
附
を
し
た
場
合

に
５
千
円
を
超
え
る
額
（
所
得
の

３０
％
を
限
度
）
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

③
控
除
額
計
算
方
法
の
変
更

　
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
金
は
、

寄
附
金
の
内
５
千
円
を
超
え
る
額
（
個

人
住
民
税
所
得
割
の
概
ね
１０
％
を

限
度
）
を
所
得
税
と
合
わ
せ
て
全

額
税
額
控
除
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

５
千
円
を
超
え
る
額
の
６
％
が
市

民
税
か
ら
、
４
％
が
県
民
税
所
得

割
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
税
額
控
除
さ

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
　
住
民
税
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

　
平
成
２１
年
度
の
市
県
民
税
お
よ

び
国
保
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　
申
告
は
適
正
な
課
税
の
た
め
の

大
切
な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
申
告
相
談
会
場
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
ま
た

は
税
務
課
窓
口
で
も
提
出
で
き
ま

す
が
、
計
算
方
法
や
記
入
方
法
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
必
ず
申
告

相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
の
提
出
期
限
は

　
3
月
１６
日
（月）
で
す
。

　（
※
但
し
、
沖
の
島
地
区
は
除
く
）

　
申
告
用
紙
は
、
前
年
の
状
況
等

に
よ
り
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
事
前
に
お
送
り
す
る
予
定

で
す
が
、
も
し
届
い
て
い
な
い
場

合
で
も
、
必
ず
し
も
申
告
が
不
要

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
申
告
用
紙
が
必
要
な
方
は
、

税
務
課
窓
口
お
よ
び
申
告
相
談
会

場
で
交
付
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
と
あ
わ
せ
て
配
布
す

る
「
申
告
の
手
引
」
を
参
考
に
ご

自
分
で
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
相
談
に
つ
い
て
は
、
２
月

１６
日
（月）
か
ら
地
区
別
に
左
表
の
各

相
談
会
場
で
行
い
ま
す
の
で
、
申

告
に
必
要
な
次
の
書
類
等
を
ご
持

参
の
う
え
、
各
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
例
年
、
相
談
会
場
が
大
変
混
雑
し
、

お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、

自
分
で
記
入
で
き
る
と
こ
ろ
は
記

入
し
、
収
支
内
訳
の
各
項
目
の
集

計
や
各
種
控
除
の
計
算
は
、
あ
ら

か
じ
め
ご
自
分
で
済
ま
せ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
時
に
持
参
す
る
も
の

☆
所
得
金
額
算
出
に
必
要
な
も
の

収
入
金
額
、
必
要
経
費
な
ど
の

わ
か
る
も
の

☆
所
得
控
除
額
算
出
に
必
要
な
も
の

社
会
保
険
料
支
払
額
の
わ
か
る

も
の
、
生
命
保
険
料
・
地
震
保

険
料
控
除
証
明
書
（
平
成
１８
年

末
ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損
害

保
険
料
分
も
可
）、
医
療
費
控
除

に
は
領
収
書
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書（
社
会
保
険
庁
か

ら
届
き
ま
す
）、
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
（
福
祉
事
務
所
で

交
付
し
ま
す
）
な
ど

☆
印
鑑

●
次
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

＊
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
…

収
支
計
算
が
原
則
と
な
り
、
ご

自
分
で
計
算
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
収
入
金
額
に
関
し
て
は
、

販
売
金
額
、
農
作
物
の
収
穫
量
、

自
家
消
費
分
等
を
、
必
要
経
費
に

関
し
て
は
、
農
業
用
に
係
る
各

種
領
収
書
等
を
、
わ
か
る
よ
う

に
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
…

申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、

一
定
基
準
以
下
の
所
得
金
額
の

世
帯
に
該
当
し
た
場
合
適
用
さ

れ
る
国
保
税
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
①
、
②
に
該
当
し
な
い
方
は
、

所
得
の
有
無
に
関
係
な
く
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

●
次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す

①
税
務
署
へ
平
成
２０
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

る
方
（
た
だ
し
、
税
務
署
で
「
税

金
が
か
か
ら
な
い
の
で
申
告
の

必
要
が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
方

は
市
県
民
税
・
国
保
税
の
申
告

が
必
要
で
す
）

②
給
与
所
得
の
み
で
ほ
か
に
所
得

が
な
く
、
勤
務
先
で
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
方

※
公
的
年
金
等
の
収
入
の
み
の
方

に
つ
い
て
も
申
告
は
不
要
で
す
が
、

所
得
割
が
課
税
に
な
る
方
に
つ

い
て
は
、
所
得
控
除（
扶
養
控
除
、

地
震
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
な
ど
）
の
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
平
成
２０
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用

を
受
け
る
方
は
、
市
町
村
（
確

定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
税
務
署

で
も
可
）
へ
別
様
式
の
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
そ
の
他
注
意
事
項

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
様
式

を
提
出
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
２
月

１６
日
か
ら
３
月
１６
日
ま
で
（
土
日

祝
日
を
除
く
）
の
間
に
中
村
税
務

署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、

確
定
申
告
書
Ａ
様
式
を
提
出
さ
れ

る
方
は
、
市
の
申
告
相
談
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
日
程
で
ご
都
合
の
悪
い

方
は
、
前
も
っ
て
連
絡
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
ら
、
対
象
地
区
と
異

な
る
会
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
申
告
相
談
期
間
中
、

市
役
所
税
務
課
窓
口
で
は
、
申
告

相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
（
申
告
書
の

提
出
は
受
け
付
け
ま
す
。
）
ご
相
談

は
、
必
ず
各
相
談
会
場
で
お
願
い

し
ま
す
。

市
県
民
税

国
保
税

申
告
の
ご
案
内
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対 　　　象 　　　地　 　　区

坂本・奥下藤・神有・奥奈路

橋上・京法・還住薮・平野・楠山・出井

長尾・手代岡

竹石・小島・天神

竹部・馬場住・土居ノ内

【芳奈地区】東下組・西下組・中組・靴抜・道ノ川

中山・寺山・寺尾・徳師・中町

森・車岡・師高瀬・西天神・岡松

清水・北川・沖前・貝礎・県営住宅

【黒川地区】西～東須賀・橋田・下～上駄馬・奥黒川 【東平】

舟ノ川・石原・小三原・福良

栄喜

大海・田ノ浦

小筑紫・小浦・湊

内外ノ浦・呼闢 

伊与野

貝塚・駅前町・宿毛4100番台の番地

新田・沖新田・錦・四季の丘・宿毛5300番台の番地

西町1～3丁目

西町4～5丁目、港南台

自由ヶ丘・樺・樺住宅・藻津・西片島

大深浦・小深浦

宇須々木・池島・新港

高砂

片島

大島

中央１～３丁目

中央４～６丁目・南沖須賀

中央７～８丁目・宿毛900～1700番台の番地

長田町・幸町・野地・小川

桜町・松田町

萩原・与市明・宿毛4300番台の番地

押ノ川

和田

正和・平井

草木薮・山北

中角・高石

二ノ宮・二ノ宮住宅

さくらが丘

坂ノ下・都賀川

鵜来島

弘瀬

母島・古屋野・長浜・久保浦

予備日
（2月16日から3月16日の間でご都合のつかない方）

時　　　間

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午前�9：00�～�11：30

午後�1：00�～�3：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

曜

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

月　日

2月16日

2月17日

2月18日

2月19日

2月20日

2月23日

2月24日

2月25日

2月26日

2月27日

3月  2日

3月  3日

3月  4日

3月  5日

3月  6日

3月  9日

3月10日

3月11日

3月12日

3月13日

3月16日

3月17日

3月18日

会　　　場

宿毛文教センター
2階  会議室1
蕁63－2618

宿毛市基幹集落センター
1階  研修室
（小筑紫支所）

蕁67－0001

片島公民館
蕁65－8270

宿毛東部農村環境
改善センター
2階  会議室

高知はた農協
宿毛東出張所
蕁66－0341

宿毛市役所
3階  第三会議室

沖の島開発総合センター
（沖の島支所）蕁62－5080

すくも湾漁協弘瀬出張所
蕁69－1301

鵜来島離島センター
（旧鵜来島小中学校）

神有多目的集会所

平
田
町

山
奈
町

小
筑
紫
町

沖
の
島
町

橋
上
町

宿毛市総合
社会福祉センター
2階  小会議室
蕁65－7665

大島公民館
蕁65－8452

平成21年度 市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表



⑧

第
６
回
ひ
か
り
共
同
作
業
所

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
展
」
開
催

　
ひ
か
り
共
同
作
業
所
の
活
動
を

支
援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。

　
企
画
展
で
は
作
業
所
の
活
動
内

容
の
紹
介
や
、
手
づ
く
り
作
品
の

展
示
の
ほ
か
、
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
る
バ
ザ
ー
を
行
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
１２
月
に
公
民
館
で

実
施
し
た
『
陶
芸
教
室
』
で
子
ど

も
達
が
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　

　
２
月
２２
日
（日）
〜
２３
日
（月）

　
９
時
〜
１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ひ
か
り
共
同
作
業
所

　
蕁
６
３
―

５
４
６
９

第
４
回
　

宿
毛
の
歴
史
講
座
開
催

「
明
治
維
新
と
宿
毛
」

　
宿
毛
は
人
材
の
里
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
輩
出
の
大

き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
明
治
維

新
で
す
。

　
今
回
の
講
座
で
は
、
宿
毛
の
人
々

が
時
代
の
激
動
の
な
か
で
、
ど
の

よ
う
に
行
動
し
て
後
世
の
礎
に
な

っ
た
の
か
、
竹
内
綱
な
ど
を
個
々

に
追
い
か
け
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　
戊
辰
戦
争
で
北
越
激
戦
の
引
き

金
に
な
っ
た
、
現
在
の
新
潟
県
の

長
岡
藩
家
老
河
井
継
之
助
と
宿
毛

の
岩
村
高
俊
に
よ
る
小
千
谷
（
お

ぢ
や
）
会
談
に
つ
い
て
も
と
り
あ

げ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
２
月
２８
日
（土）

　
１３
時
３０
分
〜
１５
時

場
　
所
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

　
宿
毛
歴
史
館
職
員

事
前
申
込
み
・
参
加
料

　
不
　
要

※
毎
回
一
話
完
結
の
講
座
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

坂
本
図
書
館

長
期
休
館
の
お
知
ら
せ

　　
３
月
２
日
（月）
〜
３
月
９
日
（月）
の

期
間
、
資
料
特
別
整
理
の
た
め
休

館
に
な
り
ま
す
。

雑
誌
・
図
書
を
差
し
上
げ
ま
す

　
保
存
年
数
を
経
過
し
た
雑
誌（
１

人
３
冊
ま
で
）・
図
書
を
差
し
上
げ

ま
す
。

期
間
　
３
月
１０
日
（火）
〜
３
月
２６
日
（木）

時
間
　
１０
時
〜
１８
時

場
所
　
坂
本
図
書
館

岩村 高俊

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん

〜
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
の
物
語
よ
り
〜

マ
ー
シ
ャ・
ブ
ラ
ウ
ン
　
再
話
・
絵

松
岡
享
子
　
訳

ア
リ
ス
館

■
き
ず
つ
い
た
つ
ば
さ
を
な
お
す

に
は

ボ
ブ
・
グ
ラ
ハ
ム
　
さ
く

ま
つ
か
わ
ま
ゆ
み
　
や
く

評
論
社

■
２１
世
紀
こ
ど
も
百
科
も
の
の
は
じ

ま
り
館

〜T
H

E 21st C
EN

T
U

R
Y

　
　EN

C
Y

C
LO

P
ED

IA
 O

F

　
　O

R
IG

IN
S

 O
F T

H
IN

G
S

〜

小
学
館

■
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
す
ば
ら
し

い
馬

　
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ン
ホ
ン
　
作
・
絵

平
岡
敦
　
訳

徳
間
書
店

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
の
修
行
に
は

げ
み
、
宮
廷
の
絵
師
と
な
っ
た
青

年
と
、
青
年
の
絵
か
ら
生
ま
れ
て

戦
場
を
駆
け
、
い
く
さ
の
真
実
を

目
に
し
た
ふ
し
ぎ
な
馬
の
、
心
ゆ

さ
ぶ
る
絵
本
。

■
お
ば
け
の
ゆ
び
き
り那

須
正
幹
　
さ
く

は
た
こ
う
し
ろ
う
　
え

佼
成
出
版
社

■
人
物
で
読
む
近
代
日
本
外
交
史

〜
大
久
保
利
通
か
ら
広
田
弘
毅
ま
で
〜

佐
道
明
広
　
小
宮
一
夫
　
編

吉
川
弘
文
館

■
面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
流
通

の
す
べ
て

〜
業
種
型
か
ら
業
態
型
へ
移
り
変
わ

る
流
通
の
姿
〜

中
村
芳
平
　
監
修

日
本
文
芸
社

■
す
ご
い
本
屋
！

井
原
万
見
子
　
著

朝
日
新
聞
出
版

■
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
日
本
崩
壊

〜
五
つ
の
難
問
を
徹
底
追
跡
す
る
〜

日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
　
著

新
潮
社

　
日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
の
特
命
記

者
た
ち
が
１
年
が
か
り
で
取
材
し
た
、

こ
の
国
を
覆
う
危
機
的
状
況
。
私

た
ち
の
生
活
に
密
接
し
た
思
わ
ぬ

と
こ
ろ
に
こ
そ
、
根
深
い
病
巣
が

孕
ま
れ
て
い
た
…
。
各
番
組
で
は

伝
え
切
れ
な
か
っ
た
イ
ン
サ
イ
ド

情
報
充
実
、
迫
真
の
レ
ポ
ー
ト
。

■
男
は
な
ぜ
パ
ン
ツ
一
丁
で
郵
便
局

に
押
し
入
っ
た
の
か

〜
ト
ン
デ
モ
裁
判
傍
聴
レ
ポ
ー
ト
〜

産
経
新
聞
社
会
部
取
材
班
　
著

小
学
館

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット
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有料広告有料広告

福祉タクシー
シルバーサービス
福祉タクシー
シルバーサービス
福祉タクシー
シルバーサービス

◎お気軽にお電話して下さい。営業所：宿毛市高砂（谷口 和哉）

6 5－0 8 0 06 5－0 8 0 0
安全・親切・低料金！安全・親切・低料金！安全・親切・低料金！ 車いす可

TEL 0880－63－5587／FAX 0880－63－5647www.ogawa-marine.com

高知県宿毛市坂ノ下1023－37

ご相談

下さい
！

ボート免許、眠らせていませんか？ボート免許、眠らせていませんか？
「有効期限が切れてしまった…」「紛失してしまって、どこにあるかわからない…」

2級
1級ステップアップ
水上オートバイ

・・・・・・・・・・・・・・・￥69,700
・・￥34,000

・・・・￥48,000（4月より受付開始）

更新申請の受付を始めました！

ボート免許教室も随時開催中！

 海事代理士 小川恵理奈オガワマリンサービス

多目的ホール（３４７）

会議室１（５３）

会議室２（３６）

会議室３（１８）

和室１（２４）

和室２（２４）

創作室（２０）

視聴覚室（３６）

実習室（２４）

調光機

音響拡声装置

映写機

区　分（収容人数）

4,080円

1,020円

510円

310円

400円

400円

510円

810円

710円

4,080円

2,040円

2,040円

5,100円

1,420円

710円

400円

510円

510円

710円

1,120円

920円

4,080円

2,040円

2,040円

5,100円

1,420円

710円

400円

510円

510円

710円

1,120円

920円

4,080円

2,040円

2,040円

使　　用　　時　　間� 

午　前 午　後 夜　間

ホ
ー
ル
付
属
設
備

部
　
　
屋
　
　
別

　
中
央
公
民
館
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
教
室
や
地
域
の
方
々
の
小
集

会
に
最
適
な
「
和
室
」
な
ど
、
目
的

に
合
わ
せ
て
使
え
る
多
彩
な
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
　

　
平
成
２１
年
度
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
使

用
予
約
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り

開
始
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
営
利
目
的
の
事
業
お
よ

び
営
利
事
務
、
特
定
の
政
党
や
宗
教

活
動
に
あ
た
る
も
の
に
つ
い
て
は
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
そ
れ
以
外
で
も
使
用
目
的
に
よ

っ
て
は
、
施
設
を
使
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

２
月
１６
日
（月）
以
降
、
平
日
の

８
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

※
夜
間
・
休
日
は
仮
予
約
の
み

申
込
方
法

先
着
順
に
よ
り
公
民
館
事
務
室

ま
た
は
電
話
に
て
受
け
付
け
し

ま
す
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
お
よ
び

使
用
料
の
納
付
は
４
月
１
日
以

降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
期
間

　
平
成
２１
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
２２
年
３
月
３１
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

「
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

参
加
者
募
集

　
楠
山
地
区
で
行
わ
れ
る
「
梅
ま

つ
り
」
に
併
せ
て
、
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
を
自
転
車
で
走
り
、
宿
毛
の

良
さ
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時

　
２
月
１５
日
（日）

　
８
時
３０
分
〜
１５
時

集
合
場
所

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

募
集
人
数

　
３０
人

中
学
生
以
上
で
５０
㎞
を
自
転
車

で
走
る
自
信
の
あ
る
方

参
加
料

　
１
、０
０
０
円
（
保
険
料
・
昼
食
）

申
込
期
限

　
２
月
１２
日
（木）

注
意
事
項

勾
配
が
き
つ
い
の
で
変
速
機
が

付
い
た
も
の
が
良
い
。
ヘ
ル
メ

ッ
ト
（
貸
出
有
）
手
袋
必
需

主
　
催

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会

運
営
協
力

　
宿
毛
元
気
ク
ラ
ブ
自
転
車
部

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館
　

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

中央公民館使用料金表

備　考　

１．準備、リハーサル等で舞台のみを使用する場合は、使
用料の３０％とします。

２．冷暖房を使用する場合は、多目的ホールについては１
時間につき２，０４０円、多目的ホール以外の各部屋につい
ては、１時間につき４００円を別にいただきます。

３．駐車場（４ヵ所）は約８０台収容できます。ただし、図書館・
歴史館等をご利用の方と供用です。

平
成

２１
年
度
 

公
民
館
施
設
の
使
用
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
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有料広告

モゥー牛のよだれにあやかろう

ねばり強く長く伸びて切れそうで切れません

牛歩戦術でこの上りには

丑の尻尾からゴールドマウスが飛び出すかも

寒い冬 景気は悪いが春はすぐそこ

〒788－0021 宿毛市池島961番地20
TEL･FAX（0880）65－6071　定休日：日曜・祝日貘要工務店 蘢ホームページアドレス

http://www.gallery.ne.jp/̃kaname/

　　　　風　吹き流し
「パンもう１枚」　（さっきあげたやいか）
「どうりで腹が足りたと思うた」
（お父さんもボケがきたねぇ）
　　　翌 朝

（お父さんごめんパンオーブンに残っちょった。
私のほうがボケちょった）

「言われてなっとくしたわしもボケちょる」
（・・・・・。）「どっちもどっちかぁー」

子
ど
も
の
教
育

　
子
ど
も
を
見
れ
ば
そ
の
親
が
分

か
り
、
子
ど
も
を
見
れ
ば
そ
の
国

の
将
来
が
分
か
る
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。
人
権
を
な
い
が
し
ろ
に
し

た
い
じ
め
の
陰
湿
化
や
少
年
犯
罪

の
凶
悪
化
、
低
年
齢
化
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
殺
伐
と
し
た
時
代

の
中
で
健
全
な
子
ど
も
を
育
て
て

い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

ま
ず
親
で
あ
る
大
人
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
改
善
は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

　
今
の
子
ど
も
は
「
我
慢
が
出
来

な
い
。
わ
が
ま
ま
で
あ
る
。
自
分

勝
手
な
行
動
を
と
る
。
」
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
達
に
も
社
会
の
中
で
生
き
る
い

ろ
い
ろ
な
力
が
欠
如
し
て
い
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
確
か

に
大
人
の
目
か
ら
見
た
子
ど
も
達

の
姿
は
そ
の
よ
う
に
映
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
子
ど

も
は
大
変
で
す
。
一
昔
前
私
た
ち

が
子
ど
も
の
頃
は
、
子
ど
も
も
親

も
共
に
苦
し
さ
や
楽
し
さ
を
共
有

し
ま
し
た
。
少
な
い
、
粗
末
な
も

の
を
兄
弟
が
分
け
合
い
、
親
が
そ

の
残
り
を
食
べ
る
姿
を
見
て
、
多

く
の
書
物
の
中
で
学
習
す
る
こ
と

以
上
に
、
助
け
合
う
心
や
頑
張
る

心
や
慈
悲
の
心
を
学
べ
る
機
会
が

日
常
の
生
活
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

今
の
子
ど
も
は
物
質
的
に
は
恵
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事

情
で
家
庭
の
温
か
さ
を
享
受
で
き

ず
、
親
の
愛
の
ぬ
く
も
り
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
な
く
、
孤
独
と
不
安

の
中
で
外
界
か
ら
の
刺
激
を
受
け

な
が
ら
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
本
市
で
も
そ

れ
に
近
い
よ
う
な
子
ど
も
が
何
人

か
い
ま
す
。
そ
ん
な
環
境
に
負
け

ず
に
健
気
に
明
る
く
素
直
に
活
動

し
て
い
る
子
も
い
れ
ば
、
反
社
会

的
な
行
動
を
し
た
り
、
周
り
の
人

に
い
つ
も
攻
撃
的
な
態
度
で
生
活

を
し
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
（
大
人
）
か
ら
は
判

断
力
の
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
対

応
で
き
な
い
よ
う
な
有
害
な
情
報

が
洪
水
の
よ
う
に
溢
れ
、
そ
の
中

で
溺
死
し
そ
う
に
な
り
、
健
全
な
成

長
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
く
子
ど
も

達
も
い
ま
す
。
心
に
い
っ
ぱ
い
傷
を

負
っ
て
生
き
て
い
る
子
ど
も
が
い
る

こ
と
を
も
っ
と
知
る
べ
き
で
す
。
親

が
子
ど
も
を
殺
し
、
子
ど
も
が
親
を

殺
す
。
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う

な
、
耳
を
ふ
さ
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な

悲
惨
な
事
件
が
テ
レ
ビ
で
報
道
さ

れ
、
心
の
乾
燥
化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、

生
命
の
尊
厳
が
危
う
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
私
の
好
き
な
作
家
で
五
木
寛
之
と

い
う
人
が
い
ま
す
が
、
彼
が
あ
る
雑

誌
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
親
か
ら
子
ど
も
に

注
ぐ
愛
情
に
「
慈
の
愛
」
と
「
悲
の

愛
」
が
あ
り
、
慈
は
非
常
に
頼
も
し

い
堂
々
と
し
た
明
る
い
愛
情
で
す
。

一
方
悲
は
何
も
言
わ
ず
に
相
手
の
痛

み
を
共
感
し
よ
う
と
す
る
思
い
や
り

に
満
ち
た
愛
情
の
こ
と
で
す
。

　
「
慈
」
は
子
ど
も
が
転
ん
で
、
怪

我
を
し
て
泣
い
て
い
て
い
る
と
き
父

親
が
「
痛
く
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
で

泣
く
な
。
」
と
励
ま
し
、「
悲
」
は

母
親
が
「
痛
い
ね
。
痛
い
ね
。
」
と

い
い
な
が
ら
痛
み
を
自
分
で
感
じ
取

ろ
う
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

愛
で
あ
る
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
颯

爽
と
し
た
父
親
像
を
見
せ
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
が
、
不
格
好
で
も
い
い
、

子
ど
も
に
近
い
場
所
で
お
互
い
の
痛

み
を
共
有
す
る
こ
と
も
今
の
世
の
中

で
は
、
同
じ
よ
う
に
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
本
来
、
人
間
の
生

き
る
拠
り
所
と
な
る
は
ず
の
親
子

関
係
を
も
っ
と
大
事
に
し
て
、
望

ま
し
い
人
間
関
係
を
作
る
た
め
の

力
を
家
庭
か
ら
育
て
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
学
校
で
集
団
の
中
で
関
わ

る
力
を
伸
ば
し
て
、
社
会
の
中
で

力
強
く
生
き
る
こ
と
が
出
来
る
人

間
に
な
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
家
庭
で
は
集
団
生
活
を
す
る
上

で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー

ル
を
言
葉
だ
け
で
な
く
態
度
で
示

す
こ
と
、
あ
き
ら
め
ず
に
、
愛
情

を
持
っ
て
辛
抱
強
く
教
え
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
親
の
感
情
し

だ
い
で
「
善
い
」
「
悪
い
」
が
変

わ
る
よ
う
な
一
貫
性
の
な
い
態
度

で
は
、
子
ど
も
は
親
の
顔
色
を
見

て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

時
に
は
理
屈
抜
き
で
、「
い
け
な
い

こ
と
は
い
け
な
い
」
と
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
学
校
で
も
こ
の
関
わ
る
力
を
ど

の
よ
う
に
付
け
て
い
く
か
最
近
の

子
ど
も
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。
集
団
の
中
で
自
分

の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
く
か
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
含
め
た
人
間

関
係
調
整
力
の
よ
う
な
力
を
家
庭

で
も
学
校
で
も
工
夫
し
て
育
成
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
回
は
平

成
２１
年
度
の
教
育
方
針
の
中
の
重

点
項
目
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
岡
松
　
泰
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議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
11
号

第
12
号

第
13
号

第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

第
18
号

第
19
号

第
20
号

意
見
書
案

第
1
号

第
2
号

平
成
二
十
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　
　

平
成
二
十
年
度
各
特
別
会
計
（
簡
易
水
道
事
業
、
国

民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事

業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
、
学
校
給

食
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

水
道
事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
沖
の
島
へ
き
地
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師

の
給
与
並
び
に
旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

地
方
道
路
整
備
の
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

危
険
な
気
候
変
動
を
回
避
す
る
た
め
に
「
気
候
保
護

法
」
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

～

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
一
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
七
、

五
二
六
万
八
千
円
が
増
額
補
正
さ
れ
、

累
計
で
九
五
億
一
、
八
六
七
万
六
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
介
護
給
付
費
等
扶
助

　
…
…
…
…
…
…
二
、
九
三
六
万
円

○
私
立
保
育
所
入
所
児
童
運
営
委
託

料
…
…
…
…
…
三
、
一
八
四
万
円

○
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
負

担
金
…
…
…
…
…
…
七
七
五
万
円

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
…
…
…
…
…
△
二
、
〇
六
五
万
円

○
私
立
保
育
所
運
営
補
助
金

　
…
…
…
…
…
△
一
、
二
二
二
万
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
」
な
ど
予
算
議
案
十
一
件
、「
宿

毛
市
立
沖
の
島
へ
き
地
診
療
所
に

勤
務
す
る
医
師
の
給
与
並
び
に
旅

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
な
ど
条
例
議
案

五
件
、
そ
の
他
の
議
案
四
件
の
合

計
二
十
議
案
で
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
回
定
例
会
で
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
各
決
算
に
つ
い

て
は
、
指
摘
、
改
善
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
意
見
を
付
し
た
う
え
で
、

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

八
日
及
び
九
日
の
二
日
間
に
六
人

の
議
員
が
、
ま
た
、
十
日
に
は
議

案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

は
、「
宿
毛
市
森
林
整
備
計
画
書
作

成
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
、
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
四
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
三
日
に
開
会
し
、

十
三
日
間
の
会
期
で
十
二
月
十
五
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第48号



⑫

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

採
　
　
択

第
11
号

（
今
議
会
提
出
分
）

宿
毛
市
森
林
整
備
計
画
書
の
作
成
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
歳
入
の
主
な
も
の
）

○
国
庫
支
出
金

　
…
…
…
…
…
…
三
、
〇
三
一
万
円

○
県
支
出
金

　
…
…
…
…
…
…
一
、
四
二
七
万
円

○
諸
収
入
…
…
…
二
、
〇
六
五
万
円

◎
宿
毛
市
立
沖
の
島
へ
き
地
診
療

所
に
勤
務
す
る
医
師
の
給
与
並

び
に
旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
、
平

成
二
十
年
四
月
に
遡
及
し
て
一
律

七
百
円
加
算
し
た
給
料
表
に
改
訂

す
る
も
の
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
「
宿
毛
中
央
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
」
を
「
社
会
福
祉
法
人
宿
毛
福

祉
会
」
に
、「
す
く
も
サ
ニ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
」
を
「
宿
毛
市
産
業
振

興
株
式
会
社
」
に
、
今
後
引
続
き

三
年
間
、
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
も
の
。

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
斎
場
及
び
総
合
運
動
公
園
用
地

と
し
て
土
地
開
発
公
社
に
先
行
取

得
依
頼
を
し
て
い
た
土
地
が
、
高

規
格
道
路
「
中
村
宿
毛
道
路
用
地
」

の
対
象
と
な
り
、
宿
毛
市
が
土
地

開
発
公
社
か
ら
再
取
得
す
る
も
の
。

◎
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
石
原
添
ノ
川
線
の
終
点
が
変
更

と
な
る
も
の
。

◎
宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

条
例
で
指
定
す
る
学
校
法
人
や
社

会
福
祉
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に

つ
い
て
、
市
民
税
及
び
県
民
税
か

ら
税
額
控
除
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
。

◎
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課

税
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
う

ち
過
疎
地
域
並
み
の
要
件
を
満
た

す
地
域
に
つ
い
て
は
、
製
造
業
に

加
え
旅
館
業
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

に
つ
い
て

　
基
金
の
取
り
扱
い
が
緩
和
さ
れ
、

事
業
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
基

金
の
取
り
崩
し
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
。

◎
宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
つ
い
て

　
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
よ
り

産
科
医
療
に
お
い
て
「
無
過
失
補

償
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
出
産
育
児
一
時
金
を
三
万

円
増
額
す
る
も
の
。

１２
月�

３
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

４
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

５
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

６
日
（
土
）
休
　
会

�

７
日
（
日
）
休
　
会

�

８
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

９
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１０
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１１
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１２
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１３
日
（
土
）
休
　
会

�

１４
日
（
日
）
休
　
会

�

１５
日
（
月
）
本
会
議
　
　
委
員
長
報
告
、
質
疑

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

十
二
月
定
例
会
日
程

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他

▼
　
陳
　
　
情
　
▲



広報すくも  2009.2⑬

A
　
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
は
、

母
子
世
帯
が
対
象
で
あ
り
、
父
子

家
庭
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
父
親

が
養
育
し
て
い
る
家
庭
へ
の
対
策

と
し
て
、
宿
毛
市
と
し
て
「
父
子

手
当
条
例
」
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
か
問
う
。

B
　
生
活
の
苦
し
い
父
子
家
庭
に

も
、
何
ら
か
の
支
援
策
は
必
要
で

あ
る
と
の
認
識
は
持
っ
て
い
る
が
、

財
政
的
な
問
題
も
あ
り
踏
み
切
れ

な
い
状
況
で
あ
る
。
国
に
お
い
て

も
制
度
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

A
　
中
央
保
育
園
の
廃
園
計
画
を

発
表
し
て
、
わ
ず
か
半
年
で
こ
の

計
画
が
延
期
と
な
っ
た
が
、
こ
の

計
画
に
つ
い
て
事
前
に
庁
内
で
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
十
分
に
検
討
を

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
問
う
。

　
宿
毛
市
に
お
け
る
今
後
の
保
育

園
の
在
り
方
を
含
め
て
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
問

う
。

B
　
庁
内
で
十
分
な
検
討
は
し
た

つ
も
り
で
す
が
、
抜
け
て
い
る
部

A
　
焼
酎
の
製
造
を
継
続
的
に
、

安
定
し
て
続
け
る
た
め
の
「
芋
の

確
保
対
策
」
並
び
に
「
焼
酎
の
販

売
計
画
」
、
工
場
が
操
業
す
る
上

で
の
「
環
境
対
策
」
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
十
一
月
号
の
広
報
す
く
も
で

栽
培
農
家
の
募
集
を
行
な
い
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
新
た
に
二
十
人
程

の
応
募
が
あ
り
、来
年
度
は
、
四
十

人
程
で
五
五
〇
ア
ー
ル
の
耕
作
面

積
で
一
〇
〇
ト
ン
を
確
保
し
て
い
る
。

　
販
売
計
画
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
方
々
に
周
知
を
し
、
認
知
を
し

て
も
ら
う
中
で
、
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
併
せ
て
、
空
港
ビ
ル
や

キ
ヨ
ス
ク
を
は
じ
め
、
大
手
の
流

通
業
者
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

　
廃
棄
物
の
処
理
、
臭
い
対
策
、

排
水
対
策
等
環
境
対
策
は
十
分
に

施
し
て
い
る
。

父
子
手
当
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

保
育
行
政
に
つ
い
て

　
十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
八
日
、
九
日
の
二
日

間
に
六
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

松
浦
英
夫
 

議
員

地
域
特
産
品
開
発

支
援
事
業
に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】

一　般　質　問一　般　質　問一　般　質　問



⑭

分
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。
再
度
、

勉
強
す
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
宿

毛
市
全
体
の
小
学
校
の
在
り
方
、

保
育
園
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
中
で
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。
　

A
　
金
融
、
経
済
危
機
に
よ
る
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
、
ど
う
認
識

し
定
額
給
付
金
へ
の
期
待
は
、
ま
た
、

実
施
さ
れ
た
場
合
あ
ら
ゆ
る
事
情

で
家
庭
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、

住
所
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
の
対
応
を
問
う
。

B
　
本
市
に
お
い
て
も
、
大
変
に

厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
定
額
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
経
済
対
策
と
か
、
生
活
支

援
を
目
的
に
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

私
自
身
は
、
交
付
税
と
か
交
付
金

と
い
う
形
で
交
付
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
実
施
さ
れ

れ
ば
国
の
方
針
に
従
い
、
個
人
情

報
は
本
人
以
外
に
開
示
し
な
い
安

心
し
て
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

A
　
十
月
三
十
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
た
、
事
業
資
金
の
調
達
に
苦
し

む
中
小
零
細
企
業
の
資
金
繰
り
を

支
援
す
る
新
た
な
緊
急
支
援
制
度
、

セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
利
用
方
法
を
、

広
報
や
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
掲

示
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
預
託
融
資
制
度
は
、
市

内
の
企
業
意
欲
の
あ
る
だ
れ
も
が

利
用
で
き
る
制
度
へ
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て

緊
急
保
証
枠
が
六
兆
円
か
ら
二
十

兆
円
へ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

貸
付
枠
も
三
兆
円
か
ら
十
兆
円
に

拡
大
さ
れ
、
指
定
業
種
範
囲
も
一

八
五
業
種
か
ら
六
一
八
業
種
へ
拡

大
さ
れ
た
。
市
内
の
経
営
資
金
に

不
安
を
抱
え
る
中
小
企
業
者
に
と

っ
て
、
非
常
に
有
利
な
貸
付
制
度

で
あ
る
と
期
待
も
し
て
い
る
。
広
報
、

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
も
活
用
し
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
預
託
融

資
制
度
は
、
今
後
、
新
規
の
事
業

者
と
か
、
市
内
の
中
小
企
業
者
、
個

人
事
業
主
等
の
皆
さ
ん
が
、
幅
広
く

活
用
で
き
る
支
援
策
を
研
究
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

A
　
第
一
回
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ

ソ
ン
二
〇
〇
九
に
つ
い
て
、
十
二
月

現
時
点
で
の
参
加
申
し
込
み
人
数
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
を
問
う
。

B
　
十
二
月
五
日
現
在
で
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
が
三
〇
八
名
、
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
部
が
二
九
名
、
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
部
が
一
七
名
で
合
計
三
五

四
名
の
申
し
込
み
を
頂
い
て
い
る
。

特
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
定
員
に
達
す

る
よ
う
に
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
て
、

ぜ
ひ
満
杯
に
し
た
い
な
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
状
況
は
、
広
報

等
で
募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在

九
七
名
の
申
し
込
み
を
頂
い
て
い

る
。

A
　
宿
毛
市
都
市
計
画
宿
毛
駅
東

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
十
九
年
度
ま
で
に
保
留
地
は

何
件
売
却
で
き
、
そ
れ
に
伴
い
処

分
金
額
は
幾
ら
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
残
っ
て
い
る
保
留
地
の
面
積
と

金
額
を
問
う
。

B
　
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
保
留

地
処
分
の
件
数
と
金
額
で
す
が
、

十
四
区
画
で
面
積
が
六
、
一
三
六

平
方
メ
ー
ト
ル
、
処
分
金
額
が
、

二
億
三
六
五
万
円
で
、
残
り
二
十

区
画
、
面
積
六
、
一
三
六
平
方
メ

ー
ト
ル
、
金
額
と
し
て
三
億
八
、

七
三
〇
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

A
　
宿
毛
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
に
つ
い
て
、
前
期
計
画
の

評
価
と
検
証
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
現
段
階
で
は
、
前
期
計
画
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
評
価
を
示
す

ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
、
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
全
園
で
の
延
長
保
育

実
施
や
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
は
、

生
後
四
ヶ
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る

家
庭
の
全
戸
訪
問
の
実
施
、
宿
毛

市
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会
の
設
置
、
妊
婦
一
般
健
康
診

査
の
公
費
負
担
回
数
の
拡
大
、
平

成
二
十
年
十
月
か
ら
は
、
乳
幼
児

医
療
の
助
成
対
象
年
齢
を
、
就
学

前
か
ら
小
学
校
ま
で
引
き
上
げ
る

な
ど
の
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

宿
毛
駅
東
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て

次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
に
つ
い
て

中
小
零
細
企
業
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て

野
々
下
昌
文
 

議
員

定
額
給
付
金
に
つ
い
て

岡
闢
利
久
 

議
員

花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て
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A
　
歴
史
と
文
化
の
薫
る
町
、
宿

毛
市
と
し
て
、
お
遍
路
さ
ん
や
旅

行
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
形
と
し
て
、

自
然
や
日
々
の
生
活
か
ら
生
ま
れ

た
俳
句
や
短
歌
を
、
駅
、
旅
館
、

公
共
施
設
等
に
、
数
点
ず
つ
展
示

し
て
は
ど
う
か
。

B
　
市
民
の
作
品
展
示
に
よ
る
お

接
待
と
い
う
形
は
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、
宿
毛
の
宣
伝
に
も
な
る
良

い
提
案
。
作
品
場
所
等
の
同
意
を

得
る
等
、
種
々
の
処
理
す
べ
き
課

題
は
あ
る
が
、
可
能
な
施
設
か
ら

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

A
　
松
田
川
河
口
よ
り
湊
間
に
存

在
す
る
干
潟
は
、
か
つ
て
多
く
の

市
民
が
貝
堀
を
楽
し
ん
だ
場
で
あ

っ
た
が
、
今
は
そ
の
面
影
は
な
い
。

種
々
の
機
関
と
連
携
を
取
り
、
市

民
や
観
光
客
の
た
め
、
稚
貝
の
放

流
等
を
図
り
、
復
活
に
向
け
、
歩

を
踏
み
出
す
考
え
は
な
い
か
。

B
　
潮
干
狩
り
の
場
が
で
き
る
こ

と
は
、
家
族
団
ら
ん
の
場
に
も
な

り
得
る
す
ば
ら
し
い
こ
と
。

　
漁
協
、
漁
業
指
導
所
等
々
の
意

見
も
参
考
に
し
つ
つ
、
稚
貝
の
放

流
に
関
し
て
は
、
環
境
問
題
も
考

え
て
い
く
中
で
、
来
年
度
に
向
け
て
、

場
所
、
時
期
、
予
算
措
置
が
可
能

か
等
々
、
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

A
　
義
務
教
育
九
年
間
の
授
業
時

間
の
各
教
科
を
教
え
る
言
葉
が
、

共
通
語
、
い
わ
ゆ
る
標
準
語
で
さ

れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
に
必
ず
利
と
な
る
。
言
語
へ
の

配
慮
を
持
っ
て
の
授
業
を
と
の
提

案
へ
の
考
え
を
問
う
。

B
　
言
語
環
境
に
配
慮
し
て
の
教

育
活
動
は
重
要
。
新
学
習
指
導
要

領
の
中
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
感
性
、
情
緒
の
基
盤
で
あ

る
言
語
能
力
の
育
成
が
重
要
視
さ

れ
て
お
り
、
学
校
現
場
へ
も
徹
底

を
依
頼
し
て
い
る
。

　
当
市
は
共
通
語
の
話
せ
る
貴
重

な
地
域
。
標
準
語
に
準
じ
た
形
の

授
業
展
開
を
進
め
て
い
く
。

A
　
地
球
温
暖
化
の
根
源
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
が
、

北
欧
諸
国
で
は
進
ん
で
い
る
の
に

対
し
て
、
日
本
政
府
は
産
業
界
に

必
要
な
指
導
を
せ
ず
増
加
さ
せ
て

い
る
。

　
宿
毛
市
と
し
て
も
政
府
に
積
極

的
な
対
策
を
求
め
、
大
月
町
の
風

力
発
電
、
梼
原
町
の
太
陽
熱
発
電

普
及
の
よ
う
に
、
効
果
的
な
温
暖

化
抑
止
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

B
　
地
球
温
暖
化
防
止
は
世
界
中

が
協
力
す
べ
き
深
刻
な
問
題
と
考

え
て
い
る
。
宿
毛
市
と
し
て
も
、

庁
舎
内
の
節
電
そ
の
ほ
か
数
々
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
公
共
施
設
や
建
設
す

る
学
校
設
備
に
太
陽
熱
発
電
を
考

え
た
い
。
市
民
に
も
マ
イ
バ
ッ
ク

運
動
な
ど
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

A
　
二
〇
一
一
年
六
月
に
は
、
居

住
中
の
個
人
住
宅
に
も
、
火
災
報

知
器
の
設
置
が
必
要
と
な
る
。
神

奈
川
県
の
寒
川
町
は
じ
め
各
地
の

自
治
体
が
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

の
住
宅
に
対
し
て
公
費
助
成
を
し
、

設
置
を
推
進
し
て
い
る
。

　
宿
毛
市
と
し
て
も
災
害
弱
者
の

命
を
守
る
た
め
助
成
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

B
　
現
在
も
一
定
の
障
害
等
級
な

ど
条
件
を
満
た
す
方
に
は
、
設
置

費
用
の
助
成
を
し
て
い
る
。
安
全

の
た
め
全
戸
に
設
置
す
べ
き
で
あ
り
、

市
財
政
に
余
裕
は
な
い
が
検
討
す

る
。

地
球
温
暖
化
抑
止
対
策

に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
報
知
器
の

設
置
に
つ
い
て

潮
干
狩
り
場
の
復
活

に
つ
い
て

有
田
都
子
 

議
員

浅
木
　
敏
 

議
員

旅
館
、各
施
設
等
へ
の

文
芸
部
門
の
作
品
展
示

に
よ
る
お
接
待
に
つ
い
て

尊
敬
語
、謙
譲
語
に

留
意
し
た
共
通
語

に
よ
る
授
業
に
つ
い
て



⑯

人

事

案

件

　
平
成
二
十
年
第
四
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を

全
会
一
致
を
も
っ
て
、
同
意
し

ま
し
た
。

○
教
育
委
員
の
任
命

清
家
マ
リ
子
氏
（
再
任
）

宿
毛
市
中
央
三
丁
目

清
家
世
津
子
氏
（
新
任
）

宿
毛
市
中
央
一
丁
目

A
　
保
険
料
の
年
金
天
引
き
、
医

療
差
別
、
資
格
証
明
書
の
発
行
な
ど
、

高
齢
者
い
じ
め
の
医
療
制
度
に
大

き
な
怒
り
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
制
度
が
始
ま
っ
て
す
で
に
八
ヶ

月
が
過
ぎ
た
が
、
市
長
と
し
て
市

民
の
批
判
に
ど
う
答
え
対
処
す
る
か
。

B
　
私
自
身
も
七
十
五
歳
以
上
の

方
を
分
け
、
前
期
だ
後
期
だ
と
人

間
を
区
別
す
べ
き
で
な
い
と
考
え

て
い
る
。
制
度
の
名
称
も
悪
い
。

　
ま
た
国
保
等
で
発
行
し
て
い
な

か
っ
た
資
格
証
明
書
の
発
行
も
、

廃
止
を
求
め
る
文
書
を
市
長
会
に

出
し
た
。
今
後
も
高
齢
者
の
方
々

が
困
ら
な
い
よ
う
な
制
度
を
求
め

て
い
く
。

A
　
農
林
・
水
産
・
土
木
・
都
市

建
設
の
四
課
を
産
業
振
興
課
・
建

設
課
の
二
課
に
再
編
し
て
三
年
目

に
な
る
が
、
再
編
に
対
す
る
評
価

を
問
う
。

B
　
第
一
次
産
業
の
振
興
部
門
を

集
約
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗

的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

技
術
部
門
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ

る
災
害
等
へ
の
対
応
も
可
能
に
な

っ
て
い
る
。

　
指
導
体
制
が
手
薄
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、

一
部
あ
る
と
も
思
う
が
職
員
は
頑

張
っ
て
い
る
。
農
協
・
漁
協
・
森

林
組
合
等
と
は
、
必
要
な
時
に
必

要
な
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

A
　
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
衛
星
放
送
と
自
主
放
送
の
デ

ジ
タ
ル
化
費
用
三
、
八
〇
〇
万
円

を
計
画
し
て
お
り
、
衛
星
放
送
の

改
修
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
視
聴
者
に
つ
い
て
は
セ
ッ
ト
ト

ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
の
取

替
え
が
必
要
と
な
る
が
、
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
ま
だ
不
明

な
部
分
も
あ
る
。
市
民
に
き
ち
ん
と

分
か
り
や
す
い
説
明
の
で
き
る
資
料

を
用
意
し
て
、
公
共
の
場
で
説
明
し

て
い
き
た
い
。

　
難
視
聴
地
域
対
策
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
に
完
全
移
行
し
た
時
に
、

一
定
、
公
設
民
営
も
視
野
に
入
れ
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

A
　
再
編
計
画
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
小
筑
紫
三
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

地
区
説
明
会
を
合
計
十
三
回
開
催

し
て
お
り
、
栄
喜
地
区
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
の
賛
同
は
得
ら
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
も
、
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
大
島
、
宿
毛
、
松
田
川
、

橋
上
の
四
小
学
校
の
統
合
の
地
元

説
明
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
校
舎

の
建
設
予
定
地
に
、
あ
る
程
度
目

安
が
つ
け
ば
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
各
地
区
に
説
明
を
行
な
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
つ
い
て

小
中
学
校
の
再
編
計
画

に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

寺
田
公
一
 

議
員

課
の
再
編
に
つ
い
て
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◎
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
塩
竈
市
は
水
産
に
特
化
し
た
町

で
あ
り
、
魚
市
場
を
中
心
に
反
映

し
て
き
て
い
る
。
水
揚
は
ピ
ー
ク

時
に
は
五
〇
〇
億
円
あ
っ
た
が
、

現
在
は
一
一
〇
億
円
程
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
原
因
は
北
転
船
の
縮

小
を
含
め
、
マ
グ
ロ
以
外
の
魚
が

揚
が
ら
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
で

あ
る
。
マ
グ
ロ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
に
取
り
組
み
、「
三
陸
塩
竈
ひ
が

し
も
の
」
と
し
て
商
標
登
録
も
行

っ
て
い
る

　
昭
和
四
十
年
代
初
頭
、
水
産
加

工
業
の
発
展
に
伴
い
、
住
宅
地
や

商
店
街
に
散
在
し
て
い
た
工
場
か

ら
の
汚
水
に
よ
る
悪
臭
や
湾
内
汚

染
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

加
え
て
塩
竈
市
は
松
島
湾
に
面
し

て
お
り
水
質
保
全
等
、
環
境
面
で

厳
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
公
害
防
止
の
取
り

組
み
と
し
て
水
産
加
工
業
者
は
埋

立
地
に
集
約
さ
れ
た
。

　
現
在
は
加
工
団
地
で
約
一
〇
〇

社
の
企
業
が
操
業
を
行
っ
て
い
る
。

水
産
加
工
品
生
産
高
も
ピ
ー
ク
時

の
一
、
二
〇
〇
億
円
か
ら
、
現
在

は
六
〇
〇
億
円
程
に
減
少
し
て
い
る
。

加
工
業
の
中
心
は
蒲
鉾
類
で
あ
り
、

単
一
地
域
の
生
産
量
で
は
日
本
一

で
あ
る
。
現
在
、
材
料
は
輸
入
し

て
お
り
、
原
料
が
高
値
で
推
移
し

て
い
る
。
加
え
て
原
油
高
で
製
品

を
入
れ
る
ス
チ
ー
ル
類
、
輸
送
費

等
も
上
が
っ
て
い
て
、
中
堅
規
模

の
業
者
の
倒
産
が
増
え
て
い
る
。

材
料
を
輸
入
に
頼
る
と
供
給
制
限

さ
れ
た
場
合
に
困
る
の
で
安
定
し

て
獲
れ
る
地
物
の
魚
を
使
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

　
蒲
鉾
を
揚
げ
る
た
め
の
油
を
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
す
る
取
り
組
み

を
二
年
前
か
ら
加
工
組
合
が
行
っ

て
お
り
、
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
円

の
設
備
費
に
対
し
て
、
国
の
省
エ

ネ
関
係
補
助
金
一
億
円
を
活
用
し

整
備
し
た
。

　
塩
竈
に
は
二
、
〇
〇
〇
隻
以
上

の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
係
留
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
管
理
委
託
を
漁

協
が
受
け
て
お
り
、
大
き
な
収
入

源
と
な
っ
て
い
る
。

日
　
時
　
十
月
二
十
八
日

視
察
地
　
宮
城
県
富
谷
町

概
　
要

　
富
谷
町
は
、
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
仙
台
中
心
部
ま
で

十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
距
離

に
あ
り
、
面
積
四
九
・
一
三
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
四
万
五
、

六
〇
二
人
で
あ
り
、
山
林
や
原
野

が
半
分
を
占
め
る
自
然
豊
な
ま
ち

で
あ
る
。
近
年
の
住
宅
団
地
や
工

業
団
地
の
造
成
に
よ
っ
て
、
商
業
、

工
業
の
占
め
る
割
合
が
飛
躍
的
に

増
加
し
て
い
る
。

◎
障
害
者
福
祉
施
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　
富
谷
町
は
、
黒
川
郡
に
属
し
て

お
り
、
三
町
一
村
で
平
成
十
九
年

九
月
に
「
黒
川
地
域
自
立
支
援
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
組

織
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

保
健
・
医
療
関
係
者
、
教
育
関
係

機
関
、
雇
用
関
係
機
関
、
障
害
者

関
係
団
体
、
学
識
経
験
者
、
関
係

行
政
機
関
で
構
成
し
て
い
る
。
協

議
会
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
全

体
会
議
の
ほ
か
に
実
務
者
会
議
を

設
け
て
お
り
、
隔
月
に
一
回
開
催

し
て
い
る

　
自
立
支
援
協
議
会
の
前
段
で
外

せ
な
い
の
が
相
談
支
援
事
業
で
あ
り
、

自
立
支
援
法
の
中
で
法
定
の
サ
ー

ビ
ス
以
外
で
市
町
村
が
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
十
八
年
の
法
改
正
に
よ
り

県
か
ら
相
談
支
援
事
業
所
に
委
託

す
る
考
え
は
な
い
か
と
い
わ
れ
た

経
緯
は
あ
る
が
、
黒
川
郡
内
で
は

知
的
障
害
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
事
業
で
相
談
を
受
け
た
こ
と

に
つ
い
て
、
郡
内
で
集
ま
り
協
議

す
る
事
業
を
継
続
し
て
い
た
経
緯

が
あ
り
、
当
初
は
そ
こ
を
活
用
し

て
い
た
。
六
ヶ
月
後
の
十
九
年
四

月
に
、
県
社
協
の
相
談
支
援
事
業

者
の
指
定
を
受
け
た
「
ぱ
れ
っ
と

よ
し
お
か
」
の
方
に
黒
川
郡
で
委

託
し
て
い
る
。
し
か
し
、
委
託
し

た
か
ら
全
て
の
相
談
を
そ
こ
で
受

け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
相

談
窓
口
の
要
は
各
町
村
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
負
担
割
合
は
各
町

村
で
均
等
割
と
手
帳
保
持
割
で
あ

る
。

日
　
時
　
十
月
二
十
九
日

視
察
地
　
宮
城
県
塩
竈
市

概
　
要

　
塩
竈
市
は
仙
台
市
よ
り
北
東
へ

十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、

面
積
は
一
七
・
八
六
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
人
口
五
万
八
、
五
八
五

人
で
あ
る
。
水
産
物
の
一
大
供
給

基
地
と
し
て
発
展
し
た
、
自
然
豊

な
ま
ち
で
あ
る
。

行
政
視
察
報
告

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
、
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。



⑱

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅

ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
、
リ

ー
マ
ン
経
営
破
た
ん
な
ど
世
界

的
な
景
気
悪
化
の
影
響
を
受
け
、

国
内
に
お
い
て
も
内
定
取
り
消
し
、

派
遣
社
員
の
切
り
捨
て
と
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
景
気
が
浮

上
す
る
時
は
来
ま
す
。
そ
の
時

に
置
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に
、

今
の
う
ち
に
準
備
を
す
る
と
共
に
、

景
気
に
左
右
さ
れ
な
い
強
い
宿

毛
市
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
議
員
も
気
を
引
き
締

め
て
、
新
た
な
気
持
ち
で
議
会

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

す
ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

今
　
城
　
誠
　
司

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

中
　
平
　
富
　
宏

蘢

浦
　
尻
　
和
　
伸

蘢

饌
　
田
　
陸
　
紀

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は

三
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

◎
地
方
道
路
整
備
の
財
源
確
保
に

関
す
る
意
見
書

　
中
央
経
済
圏
か
ら
遠
隔
の
四
国

西
南
地
域
に
お
い
て
、
高
速
交
通

網
の
整
備
の
遅
れ
は
地
域
の
産
業
・

経
済
の
発
展
と
生
活
文
化
の
活
性

化
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
五
十
六
号
平
田
・

宿
毛
間
は
洪
水
時
に
は
道
路
冠
水

等
に
よ
り
交
通
が
遮
断
さ
れ
る
区

間
が
あ
り
、
生
産
物
の
輸
送
や
、

救
急
医
療
、
台
風
、
地
震
等
の
防

災
対
策
上
大
き
な
支
障
と
な
っ
て

お
り
、
一
日
も
早
い
幹
線
道
路
の

整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
道
路

特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
伴
い
、

「
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
」

を
衣
替
え
し
、
道
路
を
中
心
と
し

た
公
共
事
業
に
使
途
を
拡
大
し
た

一
兆
円
規
模
の
新
た
な
交
付
金
制

度
を
創
設
し
地
方
へ
配
分
す
る
こ

と
や
、
揮
発
油
税
な
ど
の
暫
定
税

率
を
三
年
間
維
持
す
る
と
の
案
が

示
さ
れ
、
政
府
・
与
党
で
調
整
が
行

わ
れ
て
い
る
。

（
中
略
）

　
今
後
の
道
路
整
備
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
際
に
は
、
道
路
整
備
の
遅
れ

て
い
る
本
県
の
実
情
や
脆
弱
な
財
政

状
況
を
十
分
認
識
す
る
と
と
も
に
、

地
方
の
「
底
力
」
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。

記

一
　

平
成
二
十
一
年
度
に
創
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
「
地
域
活
力
基

盤
創
造
交
付
金
（
仮
称
）
」
に

つ
い
て
、
政
府
・
与
党
で
調
整

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
道
路
は

地
域
活
力
の
向
上
に
資
す
る
最

も
基
礎
的
な
社
会
基
盤
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
配
分
に
つ
い

て
は
、
道
路
整
備
の
遅
れ
て
い

る
地
方
に
優
先
的
に
配
分
す
る

こ
と
。

二
　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

は
じ
め
と
す
る
国
直
轄
事
業
や

高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

等
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

道
路
予
算
全
体
が
縮
小
し
な
い

よ
う
に
し
た
う
え
で
、「
命
の

道
」
の
整
備
が
ま
だ
ま
だ
必
要

な
本
県
に
重
点
的
に
配
分
す
る

こ
と
。

◎
危
険
な
気
候
変
動
を
回
避
す
る

た
め
に
「
気
候
保
護
法
」
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書

※
本
文
は
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し

ま
す
。

〜
編
集
後
記
〜

意

見

書

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★
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年
末
年
始
の
休
み
、
役
所
は
９

日
間
と
い
う
長
い
休
み
で
し
た
が
、

１
月
４
日
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
震

に
よ
る
津
波
注
意
報
の
発
令
で
、

一
部
の
職
員
と
共
に
初
出
勤
を
し

て
危
機
管
理
体
制
に
当
た
り
、
４

日
か
ら
の
御
用
始
め
と
い
う
幕
開

け
の
２
０
０
９
年
で
し
た
。

　
２
月
は
来
年
度
予
算
の
調
整
に

入
り
ま
す
。
３
月
は
定
例
議
会
、

１
日
は
梓
立
祭
と

２２
日
に
は
初
の

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
全
市
挙
げ

て
の
行
事
で
す
。
１
月
５
日
の
職

員
訓
示
で
こ
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
か
け
て
、「
全
市
、
全
庁
を
挙

げ
て
の
行
事
な
の
で
職
員
は
慶
弔

の
者
、
他
公
務
の
者
を
除
き
全
員

参
加
を
義
務
と
す
る
。
こ
の
義
務

を
果
た
せ
な
い
者
は
職
員
と
し
て

不
適
格
で
あ
る
」
と
ま
で
申
し
ま

し
た
。
担
当
で
な
く
て
も
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る

の
は
市
職
員
と
し
て
当
然
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
姿
勢
を

見
せ
る
こ
と
が
市
民
の
協
力
を
得

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
市
職
員
へ

の
合
言
葉
は
「
市
民
に
負
け
な
い

職
員
に
な
れ
」
、「
や
る
気
で
知
恵

出
し
ひ
と
工
夫
」
と
申
し
て
い
ま
す
。

負
け
な
い
と
い
う
の
は
勝
負
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
公
務
員
は
条
例
、
規
則
、

法
律
に
基
い
た
仕
事
を
し
ま
す
。
そ

の
勉
強
を
し
、
知
識
を
蓄
え
、
市
民

に
対
し
、
誤
り
の
な
い
行
政
を
執
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
か
ら
、
仕

事
の
プ
ロ
で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
つ

こ
と
、
ま
た
市
役
所
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
に
対
し
て
は
お
客
様
と
心

得
、
礼
儀
、
挨
拶
等
、
不
快
な
思
い

を
さ
せ
な
い
様
に
常
に
相
手
の
立

場
、
目
線
で
対
応
す
る
と
い
う
接
客

の
心
構
え
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
自
ら

考
え
、
工
夫
し
て
、
言
葉
を
選
び
行

動
す
る
そ
う
い
っ
た
態
度
が
市
民
か

ら
の
尊
敬
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
。
ま
た
、
事
に
当
た
っ
て
、

「
で
き
な
い
理
由
を
捜
す
な
、
で
き

る
工
夫
を
す
る
こ
と
」
が
自
己
を
高

め
る
こ
と
な
の
だ
と
申
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
ま
た
宿
毛
球
場
で
関
西
学

院
大
学
、
日
本
生
命
、
東
北
学
院
大

学
が
２
月

１３
日
か
ら
３
月

１９
日
ま
で

の
間
、
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
て

く
れ
ま
す
。
皆
様
の
応
援
も
お
願
い

し
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
件
に
つ
い
て
、
市
内

で
も
芸
能
・
芸
術
の
習
い
事
を
さ
れ

発
表
会
も
毎
年
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

１
月
は
早
々
に
東
京
在
住
で
本
市
出

身
の
俳
優
　
川
島
宏
知
さ
ん
が
市
庁

舎
に
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。
川
島
さ

ん
は
宿
毛
高
校

１６
期
生
、
本
名
　
小

松
敏
宏
さ
ん
。
水
俣
病
患
者
の
世

界
を
描
い
た
一
人
芝
居
「
天
の
魚
」

を
全
国
で
演
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

文
化
的
事
業
に
つ
い
て
は
私
自
身

ま
だ
ま
だ
宿
毛
に
は
少
な
い
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
こ
の
公
演
を

宿
毛
で
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
是
非
実
現
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。
市
外
か
ら
の
文
化
事
業
と

し
て
は
、
著
名
人
の
講
演
会
、
岡

本
知
高
と
パ
ガ
ニ
ー
ニ
合
奏
団
、

南
こ
う
せ
つ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
龍
馬
、

と
川
島
さ
ん
の
一
人
芝
居
が
今
年

の
目
玉
に
な
り
そ
う
で
、
市
民
の

皆
様
の
積
極
的
御
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
投
書
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
一
つ
。

す
く
も
祭
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に

補
助
金
が
無
駄
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
そ
の
団
体
の
会
計
が
不
明
朗
で

は
な
い
か
と
の
指
摘
で
し
た
。
御

存
知
の
と
お
り
す
く
も
祭
り
は
市

民
の
た
め
の
祭
り
と
し
て
、
青
年

会
議
所
、
商
工
会
議
所
、
市
、
他

の
団
体
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
前
夜
祭
を
含
め
３
日
間
、

歌
謡
シ
ョ
ー
、
舞
踊
パ
レ
ー
ド
、

花
火
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
、
様
々

な
催
し
が
市
街
区
を
中
心
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
催
し
の
経
費
が

２
０
０
８
年
は
約
１
、３
０
０
万
円

で
し
た
。
こ
の
収
入
は
市
民
の
皆

様
か
ら
の
寄
付
が
約
８
割
、
残
り

の
２
割
を
市
か
ら
補
助
金
と
し
て

支
出
し
て
お
り
、
市
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
か
か

る
経
費
に
つ
き
各
々
の
団
体
に
実

行
委
員
会
か
ら
そ
の
一
部
が
補
助

さ
れ
、
各
々
の
団
体
か
ら
は
、
決

算
と
し
て
実
行
委
員
会
に
収
支
報

告
書
が
提
出
さ
れ
監
査
を
受
け
て

い
ま
す
の
で
、
冒
頭
の
指
摘
は
当

た
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
匿
名
の

方
へ
）

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
市
民
祭

す
く
も
祭
り
、
祭
り
に
は
「
神
」

が
要
り
ま
す
。
金
刀
比
羅
さ
ん
を

中
心
に
据
え
、
市
民
の
皆
様
に
楽

し
く
参
加
し
て
い
た
だ
く
祭
り
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
再
度
、
定
額
給
付
金
に
想
う
。

　
連
日
マ
ス
コ
ミ
騒
ぎ
の
全
国
民

に
お
金
を
只
で
く
れ
る
定
額
給
付

金
。
２
兆
円
と
い
う
財
源
、
消
費

に
つ
な
が
る
経
済
効
果
と
い
う
が
？

そ
の
配
分
の
仕
方
、
給
付
の
仕
方

に
つ
い
て
色
々
議
論
を
し
て
い
る

が
市
長
会
役
員
も
も
っ
と
本
質
的

な
議
論
を
し
て
欲
し
い
。
２
兆
円

の
財
源
が
あ
れ
ば
何
故
も
っ
と
困

っ
て
い
る
公
共
の
た
め
に
使
わ
せ

て
く
れ
な
い
の
か
。
当
市
で
は
喫

緊
の
課
題
と
し
て
耐
震
化
で
き
な

い
学
校
の
建
て
替
え
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
市
内
で
は
古
い
た
め
南
海

地
震
に
耐
え
ら
れ
な
い
学
校
ば
か
り
。

す
ぐ
に
で
も
３
校
、
４
校
の
建
て

替
え
を
し
た
い
の
に
財
源
が
な
い
。

計
画
を
立
て
て
い
る
が
、
緊
急
に

は
で
き
な
い
。
こ
の
２
兆
円
の
一

部
を
市
に
い
た
だ
け
れ
ば
即
発
注
、

発
注
す
れ
ば
建
築
関
連
の
方
々
の

仕
事
が
増
え
雇
用
に
つ
な
が
り
材

料
等
も
購
入
、
仕
事
を
し
て
、
そ

の
対
価
と
し
て
の
賃
金
を
得
て
生

活
用
品
等
の
消
費
に
も
つ
な
が
る

筈
で
す
。
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

は
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
緊

急
に
自
治
体
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
に
十
分
手
当
で
き
る
交

付
金
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が

本
音
で
す
。



⑳

　
年
末
年
始
に
か
け
て
、
消
防
行
事

が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

１２
月
に
は
、
片
島
少
年
消
防
隊
に

よ
る
夜
警
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寒
さ
の
厳
し
い
冬
の
夜
に
、
子
供

た
ち
の
「
火
の
用
心
」
の
声
が
響

き
ま
し
た
。

　
１
月

１１
日

（日）
に
は
、
宿
毛
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
消
防
団
・

消
防
署
・
女
性
消
防
隊
・
少
年
消

防
隊
・
消
防
団
音
楽
隊
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。
消
防
署
員
・
団
員

一
同
が
、
今
年
も
宿
毛
を
守
る
た

め
に
、
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

　
　
　

宝
く
じ
助
成
事
業
で
消
防
力
強
化

　
「
平
成

２０
年
度
女
性
消
防
隊
に
よ

る
安
全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
譛
日
本

消
防
協
会
か
ら
、
宿
毛
市
鵜
来
島

女
性
消
防
隊
に
軽
可
搬
消
防
ポ
ン

プ
と
防
寒
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
助
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、宝
く
じ
の

助
成
金
に
よ
り
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
は
鵜
来
島

女
性
消
防
隊
に
寄
贈
さ
れ
、
島
の

消
防
力
の
一
助
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
女
性
消
防
隊
の
消
防
力

の
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
で
は
、
平
成

２３
年
６
月

１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
『
住
宅

用
火
災
警
報
器
』
の
設
置
が
義
務

づ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
す

る
場
所
は
「
寝
室
・
２
階
に
寝
室

の
あ
る
場
合
は
２
階
の
階
段
天
井

部
分
」
で
す
。
一
般
の
家
電
量
販

店
等
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
の
場
合
に
命
を
救
う
も

の
で
す
。
早
め
の
設
置
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

火
の
し
ま
つ
　

君
が
し
な
く
て
　

誰
が
す
る
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・
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・
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・
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・
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・
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・
29

高知けいば

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
※お昼休みも納付できます。

22（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：30～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
12（木）
26（木）

納
期
限（月）

33
22

介護保険料 8期

国　保　税 8期

後期高齢者医療保険料 8期

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

1（日）

2（月）
3（火）
4（水）

7（土）

8（日）

9（月）
11（水）
12（木）
13（金）

14（土）

15（日）

16（月）

17（火）

18（水）
19（木）
20（金）

22（日）

24（火）

26（木）

28（土）
1（日）
3（火）

第4回 ミニフットサル谷本スポーツカップ�
西部地区キッズサッカーフェスティバル  
公的年金等の確定申告相談会（～3日）�  
社会保険・年金出張相談�
タッチラグビー体験会  

第23回 中学校バレーボール宿毛大会�  
　（～8日）

幡多希望の家研修会�  

第34回 宿毛サッカー選手権大会
　（社会人の部）

ふれあい保育（体験入園）�  
2009早春健全育成ジュニア駅伝大会�  
夜間市税納付窓口開設日
第48回 宿毛市地区長連合会定期総会�  

宿毛育成園・宿毛授産園・ワークセンターすくも
花まつり（即売会）（～15日）

第30回 部落解放文化祭（～15日）
  
宿毛花へんろマラソンコースサイクリング�
宿毛市体育協会　バドミントン大会�  

第2回 四国西南小学生駅伝競走大会
第8回 四国西南中学新人駅伝競走大会

梅 ま つ り�  
育児相談�  
ふれあい保育（体験入園）�  
社会保険・年金出張相談� 

行政相談「定例相談日」
  
タッチラグビー体験会�  
通学路安全の日� 
あいさつ・声かけ運動日� 

宿毛市体育協会
家庭婦人バレーボール大会

休日市税納付窓口開設日� 

第6回 ひかり共同作業所
　「チャリティー企画展」 （～23日）

日曜・遺言等公証法律相談�  
心の健康相談
宿毛市スポーツ賞表彰式
夜間市税納付窓口開設日
第4回 宿毛の歴史講座 「明治維新と宿毛」�
第7回 梓立祭�  
社会保険・年金出張相談

総合運動公園　蕁66－1467

税務課住民税係　蕁63－1115
市　民　課　蕁63－1112

総合運動公園　蕁66－1467

幡多希望の家　蕁66－2212

総合運動公園　蕁66－1467

各 保 育 園
総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
総　務　課　蕁63－0948

宿毛授産園　蕁63－5651

正和隣保館　蕁63－2254

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467

山 里 の 家　蕁64－7037

宿毛幼稚園　蕁63－2914

市　民　課　蕁63－1112

松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 治　蕁67－1778

総合運動公園　蕁66－1467
総　務　課　蕁63－1111
青少年育成センター　蕁63－4197

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

ひかり共同作業所　蕁63－5469

総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
宿毛歴史館　蕁63－5496
企　画　課　蕁63－1118
市　民　課　蕁63－1112

宿毛市総合運動公園�

宿毛文教センター�

 

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター�

宿毛市総合運動公園�

市内 各保育園�
真丁商店街�
市役所 税務課�
JA高知はた宿毛支所2階�

授産園・育成園ハウス�
（宿毛市貝塚）�

正和隣保館ほか
 
宿毛市総合運動公園（集合）�

宿毛市総合運動公園�

楠 山 公 園

宿毛幼稚園
 

宿毛文教センター�
宿毛市総合社会福祉センター�

市 内 全 域�
市 内 全 域�

宿毛市総合運動公園�

市役所 税務課�

宿毛文教センター�

中村公証役場
幡多福祉保健所�
宿毛文教センター�
市役所 税務課�

宿毛市総合社会福祉センター�

9:00
9:00
9:30

10:00
19:00
10:30

8:30
18:30

9:00

9:30
10:30
17:30
13:30

9:00

13:00
9:00
8:30
8:30

9:00

10:00
9:00

10:00
10:00

13:00

19:00

9:00

9:00

9:00

9:00
13:30
16:00
17:30
13:30
16:30
10:00

市役所 第１会議室
（当日、市民課で受付）
平田公園多目的広場�

（工業団地内）

市役所 第１会議室�
（当日、市民課で受付）

市役所 第１会議室�
（当日、市民課で受付）

平田公園多目的広場�
（工業団地内）

宿毛文教センター�
（会議室１）

幡多福祉保健所
蕁0880－34－5124

中村公証役場
蕁0880－34－1728

3
月

7日

8日

14日

15日

宿
毛
市
野
球
場

春
の
キ
ャ
ン
プ
情
報

・
２
月
１３
日
（金）
〜
２
月
２２
日
（日）

　
関
西
学
院
大
学
硬
式
野
球
部

・
２
月
２３
日
（月）
〜
３
月
６
日
（金）

　
日
本
生
命
野
球
部

　（
２６
日
（木）
は
オ
ー
プ
ン
戦
予
定
）

・
３
月
８
日
（日）
〜
３
月
１９
日
（木）

　
東
北
学
院
大
学
硬
式
野
球
部

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

平成21年　２月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



澤

〈図１〉

※月末が金融機関の非営業日の場合、振替日は
翌営業日となります。�   
※早割の初回振替は原則２カ月分（前月分・当
月分）となります。また、割引は４月（当月）
分以降からとなります。�   

～通常の口座振替～
（翌月末振替）

３月分

４月分

５月分

４月末日

５月末日

６月末日

口座振替月保険料

～早割の口座振替～
（当月末振替）

３月分
４月分

５月分

６月分

４月末日

５月末日

６月末日

口座振替月保険料

（例：3月中に登録をした場合）
〈図2〉

平成21年度割引額

平成21年度　保険料月額14,660円

～現金納付の場合～

 毎月納付�

 ６カ月前納

 １年前納

割引なし

７１０円

３，１２０円

～口座振替の場合～� 

※早割を利用した場合

毎月納付

６カ月前納�

１年前納

５０円

１，０００円

３，６９０円

※

次
回
の
年
金
相
談

幡
多
事
務
所
に
よ
る
出
張
年
金
相
談

日
　
時

　
２
月
３
日
（火）

　
　
　
１７
日
（火）

　
３
月
３
日
（火）

　
１０
時
〜
１５
時

　（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所

　
宿
毛
市
役
所

受
　
付

　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間

　
８
時
３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
特
別

便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送
ら
れ
て

き
た
書
類
一
式
、
認
め
印
、
代

理
の
場
合
は
委
任
状
（
家
族
で

あ
っ
て
も
必
要
で
す
）
と
代
理

人
の
本
人
確
認
で
き
る
物
（
免

許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
「
口
座
振
替
」
に
よ
る

前
納
が
お
得
で
す

　
１
年
前
納（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）

及
び
６
カ
月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
・

１０
月
〜
翌
年
３
月
分
）
は
「
口
座

振
替
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
納

付
書
（
現
金
）
で
前
納
す
る
よ
り

も
割
引
額
が
高
く
、
さ
ら
に
お
得

に
な
り
ま
す
。

○
月
々
の
納
付
も
口
座
振
替
の
「
早

割
」
が
お
得
で
す

　
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
納
付
の

場
合
、
振
替
日
は
翌
月
末
で
す
が
、

「
早
割
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
当

月
末
振
替
と
な
り
、
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。〈
図
１
・
2
参
照
〉

　○
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
…

　
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通
帳
、

通
帳
の
届
出
印
を
持
っ
て
、
市
民

課
年
金
係
及
び
金
融
機
関
や
郵
便

局
ま
た
は
高
知
社
会
保
険
事
務
局

幡
多
事
務
所
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
金
融
機
関
の
場
合
は
２
月

末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
）

　
な
お
、
１
年
前
納
及
び
６
カ
月

月
前
納
（
４
月
〜
９
月
分
）
は
、

４
月
末
日
の
振
替
と
な
り
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ

い
て

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
被

保
険
者
の
方
か
ら
事
前
に
申
し
込

み
い
た
だ
き
、
以
後
、
継
続
的
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替

納
付
を
行
う
も
の
で
す
。
（
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
、
直
接

納
付
い
た
だ
く
方
法
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
高
知
社
会
保
険

事
務
局
幡
多
事
務
所
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
で
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
当
月

末
振
替
「
早
割
」
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
１
年
前
納
・
６
カ

月
前
納
の
割
引
額
は
現
金
納
付
の

割
引
額
と
な
り
ま
す
。
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母子保健

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

11（水）
18（水）

12：30～13：30
12：30～13：30

宿毛市総合社会福祉センター
〃

400ml 献血にご協力をお願いします！
　市民の皆さんには献血にご理解とご協力をい
ただき、まことにありがとうございます。
　左記の日程により実施しますので、多くの方
のご理解とご協力をお願いします。

場 　 所 受 付 時 間日
2（月）

5（木）

6（金）

11（水）

12（木）
16（月）
19（木）
27（金）

13：30～15：00
19：30～11：00
13：30～15：00
18：30～11：00
19：00～10：00
11：30～14：00
11：30～14：00
13：30～15：00
13：30～15：00
18：30～11：00

中 角 集 会 所
大 海 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
旧 鵜 来 島 小 中 学 校
古 屋 野 老 人 憩いの 家
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
沖の島開発総合センター
大 島 公 民 館
湊 集 会 所
旧 鵜 来 島 小 中 学 校

［健康相談］どこでも受けることができます

毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳とペットボトル、
水等を持参してください。

成人保健

３ 月 の 保 健 事 業

犬の引取り

場 　 所 引 取 時 間日
13（金） 10：10～10：20宿 毛 市 役 所

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

2（月）
3（火）
19（木）
24（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

　子どもが健康に育つことができる、
親が安心して育児ができるために、毎
月市内4か所で赤ちゃん広場を実施し
ています。
　子どもさんの身長・体重の測定や月
齢で大切にしたい育児上のアドバイス、
心配事への対応方法など保健師が相談
に応じています。母子保健推進委員さ
んも計測の手伝いや、皆さんの悩みを
聴いてくれます。
　ぜひ、お子さんと一緒に遊びに来て
ください。

場 　 所 受 付 時 間日
4（水）

5（木）

6（金）

13：00～17：00
19：00～11：00
13：00～17：00
18：30～19：45
10：30～12：00

e V e 宿 毛 店
宿 毛 商 工 会 議 所
パ ル テ ィ ・ フ ジ 宿 毛
旭 食 品 ㈱ 宿 毛 支 店
ＪＡ高知はた宿毛支所

献　血

【問い合わせ先】

　保健介護課　蕁６３－１１１３
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３
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０
１
７
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平
成
21
年
２
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
日
発
行
）

車両通行止区間
9:10～11:40
（宿毛大橋東側～北本大福堂）

各給水所（予定）に記載した時間は
ランナーの通過予定時間です。
大会中は一部区間（宿毛大橋～北本
大福堂）通行規制を予定しています。

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
コ
ー
ス
図

大
会
開
催
に
伴
う
通
行
規
制
お
よ

び
ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　　
３
月
２２
日
（日）
に
開
催
し
ま
す
「
宿

毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
伴
い
、

上
図
の
と
お
り
通
行
規
制
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
旧
国
道
宿
毛
大
橋
〜
北
本
大
福

堂
に
つ
い
て
、
ラ
ン
ナ
ー
通
過
中

（
９
時
１０
分
〜
１１
時
４０
分
）
は
車
両

通
行
止
め
に
す
る
予
定
で
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ラ
ン

ナ
ー
の
安
全
確
保
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
移
動
応
援
は
禁

止
し
て
い
ま
す
が
、
大
会
開
催
中

に
や
む
を
得
ず
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

内
を
走
行
す
る
車
両
に
つ
き
ま
し

て
は
、
徐
行
運
転
な
ど
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局

（
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
内
）

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７
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